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２学期の締めくくり １年の締めくくりの月師走
朝夕の冷え込みも厳しくなりました。今日から１２月、１年を締めくくる時期となりました。先日、

小学校６年生からのピアサポートの質問に答える皆さんの姿を見て、やがて先輩になる時期も近づいて

きたなと思うと、時の過ぎる速さを感じます。中学生になったこの１年はどんな１年だったでしょうか。

身体と同時に心も成長できたでしょうか？２学期もあとわずかです。生活面・学習面で、当たり前のこ

とが当たり前にきちんとできているかを見直し、今年の良い締めくくりができるように頑張りましょう。

進路について考えよう～「自分を知ること」「職業を知ること」から

３年生は進路決定に向けた第１回目の三者面談を終えました。将来を決める大事な進路決定を後悔のないも

のにするために、１年生の今から、「将来どのような仕事に就くのか」「そのために高校のどの学科に進むの

が自分に合っているのか」を、考えていく必要があります。案外、『自分のこと』をわかっているようでわか

っていない、という人が多いのではないでしょうか？だから、友達や家族から自分の好きなところや嫌いなと

ころ、長所や短所を言われて「ハッ」とすることもあるでしょう。心も体もどんどん成長する

この時期に、自分のことをよく知り、良いところを伸ばし、良くないところを直すように

すれば、自分がなりたいと思っている将来の自分に一歩一歩近づくことができると思い

ます。また、自分を知ってもらうこと、相手を知ろうとすることは、集団生活をおくる

うえでとても大事なことでもあります。 総合的な学習の時間では、「自分をみつめ」

「自分を理解し」「自分に合った職業」を考えて、調べ学習をしています。ご家庭でも、

高校や成績のことだけで無く、大人として仕事に対する思いや保護者としての願い等も

お話しいただけたらと思います。

1２月の予定

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４
掃除なし 県選抜ﾊﾞｽｹｯﾄ
部活動なし ﾎﾞｰﾙ大会

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
掃除なし 入学説明会
部活動なし

12 １3 １4 １5 １6 １7 18
５，６限 掃除なし

【口座振替日】 職業人講話 部活動なし
職員会議

19 20 ２1 ２2 ２3 ２4 ２5
掃除なし 通知表渡し 終業式 冬休み～
部活動なし （午後）

２６ ２７ 2８ 2９ ３０ ３１

 

１月１１日（火）始業式、１３日（木）：百人一首大会 １３～１４日（木・金）：校内実力テスト

＊１２月より部活動の体育館使用割が変わります。そのために、部活動なしの曜日が部活動

によって違っています。各部活動の予定表で確認してください。

１年生は、２学期の宝中祭後から、進路学習が始まりました。１１月１８日の総合的な学習の時間を
使って、近隣の高校４校の先生をお招きし、１，２年生対象に高校説明会が行われました。今後、「自分
を知る」「職業について考える」等の学習を行っていきます。冬休みには「身近な人への職業インタビュ
ー」、１月には進路適性検査も行う予定です。ご家庭でも、将来のことについて話すきっかけにしてくだ
さい。また、インタビュー等では、保護者の皆様のご協力もお願いします。

生徒の感想より一部抜粋

まだ志望校は決まっていませんが、今後の参考になりました。
高校についてはあまり詳しくなかったので、高校の説明を聞い
て高校のイメージが湧きました。これからなりたい職業を決め
たらそれに合う高校を今日聞いたことを参考に調べたいです。

今まで高校のことを考えたことがなかったけど、今日４つの
高校の先生方から高校についての詳しい話が聞けたのでよかっ
た。また、自分の行きたい高校について考えることができた。
私の知らない高校生活を写真や映像、資料で見せてくれたので
とても参考になった。意外な部活や行事などがあって“高校”
というものに興味が持てた。

高校によって普通科と専門科のものと、普通科だけするものがあった。将来の仕事について、人を助
ける仕事に就くなら田鶴浜高等学校、工業に就くなら羽咋工業高等学校だとわかった。学校生活はどれ
も楽しそうだった。高校を選ぶときには自分がどんな仕事に就きたいかやどんなことをしたいかを考え、
選ぶといいとわかった。

僕は今日の高校説明会で、自分の夢を持ちつつ、勉強していくことが大事だと言うことがわかりまし
た。理由は、将来就職して働くためにも高校でしっかり勉強する必要があると思ったからです。まだ、
志望校は決まってはいないけれど、自分の将来のためにしっかり勉強したいと思いました。

宝達高等学校は、一人一人が主役で大切にしている学校だとわかった。羽咋工業高等学校は地域に貢
献する人材を作ることを目標に自ら学ぶことを大切にしていることがわかった。羽咋高等学校は文武両
道や地域を支えることを大切にしていることがわかった。田鶴浜高等学校はどこよりも早く確実に看護
師になれることがわかった。それぞれの良いところを活かした学校でとても感動した。

それぞれの高校で、取れる資格や授業の内容が全
く違ったので、自分が将来やりたいことに特化した
高校に行きたいと思いました。

話を聞く前はどんなところなのか、何があるのか
何も知らなかったけど、それぞれの高校の特徴や
魅力がたくあんあることを知った。高校では、学
校によってやる教科、時間が違うということも初
めて知ったので参考になった。自分がどうなりた
いのかの幅が少し広がったのでよかった。


